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I ．はじめに

1981 年の国際障害者年以降，人権回復の運動，障害

者の権利に対する注目，施設処遇による経済的負担な

どが見直され，多くの先進諸国で医療や福祉の位置づ

けが変化した（野中，2011）．日本においても，1993 年

に障害者基本法が成立し，精神障害者が障害者基本法

の対象として位置づけられた．また，精神保健法は精

神保健及び精神障害者福祉に関する法律に改正され，

従来の保健医療施策に加え，精神障害者の社会復帰な

どのための福祉施策の充実も法律上の位置づけが強化

された（厚生労働省，2010）．さらに精神保健医療福祉

において，利用者主体のサービス，利用者自身が自分

の人生設計を行うセルフケアマネジメントが求められ

るようになった（野中，2011）．

このような流れの中で，1990 年代に Rapp が提唱し

たストレングスモデルを活用した精神障害者の支援が

注目されている（三品，2003）．ストレングスとは，そ

の人の性質・性格，技能・才能，環境（社会資源），関

心・熱望である（Rapp et al．， 2012）．ストレングスモ

デル実践の目的は，人々のリカバリー，生活の質を変

えることを支援することであり，支援において，その

人のストレングス，関係性，希望の確立に焦点を当て

ている（Rapp et al．， 2012）．完全な治癒や問題解決が

困難な事が多い精神疾患において，何らかの困難や症

状があったとしても，それとつき合いながら生活して

いくという視点が必要である．そのため，医療者は問

題を解決するというモデルから，患者の強みを生かす

ことで解消するという発想に転換することが必要であ

る（萱間，2016）．

日本の看護教育は，医療の高度化と共に，専門職と

しての判断力が問われるようになり，問題解決力や判

断能力の育成を重視したカリキュラムが作成され（北

川，2008，岡田 他，2017），政府の報告書や看護教育の

学会・雑誌において問題解決思考の重要性が言われ続

けてきた（岡田 他，2017）．しかし，2017 年に文部科

学省が示した ｢看護学教育モデル・コア・カリキュラ

ム｣ においては，看護過程に対象者のニーズだけでな

く，経験や望み，ストレングス，ウェルネスを治療方

法の選択や生活と関連付けて考えることが求められる

ようになった．つまりは，精神科看護師には，疾患や

障害を抱えることでの生きづらさに着目し，問題を解

決する能力と，生きづらさの中においても生活してき

た対象者の経験や対処を活かした支援を検討できる能

力が求められている．  

しかしながら，現在，臨床現場で働いている看護師

の多くは，問題解決思考の教育を受けてきていること

をふまえると，看護師には問題解決型が基本にあり，患

者のストレングスに焦点を当てることは容易ではない

と考える．精神科看護においてストレングスモデルを

実践するには，まずは看護師が患者のストレングスに

気づくことが重要であると考えた．「気づく」というこ

とは，今まで目を向けていなかったことに目を向ける

ことであり，「気持ちを向ける」ための活動ともいえる．

看護師が患者のストレングスに気づくことで，無理強

いや空振りではないケアとなり，その人らしさ，その

人の意志を支えることにつながる（萱間，2016）．

そこで，文献より精神科看護師が看護実践のなかで
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精神障害者のストレングスに気づいたきっかけを明ら

かにする．

II ．研究方法

1．対象文献

医学中央雑誌 Web 版（Ver. 5）を用いて，Rapp らが

ストレングスモデルを提唱した 1990 年 1 月～2018 年 6

月までに収録された和論文を対象に検索した．検索は，

キーワードとして「ストレングス」，「精神」を入力し，

絞り込み条件として「看護」，「原著論文」を加えて検

索を行った．検索の結果，70 件が検出された．

医学中央雑誌データベースにおける「原著論文」は，

原著的な内容，形式を有していれば症例報告や短報な

どが含まれると定義され，学会抄録の類も多数存在す

る．そのため，検出された 70 件の文献について，研究

目的に照らして研究者各人が熟読し，最初からストレ

ングスに着目している研究は除外し，研究の結果とし

て，精神科看護師が対象者のストレングスに気づいた

きっかけが記述されている文献を抽出した．その後照

合し，合意が得られるまで研究者間で検討し，分析対

象文献を選定した．

2．分析方法

マトリックス方式（Garrard， 2011）を用いて，対象

文献のタイトル，著者，出典，発表時期，研究対象，目

的，ストレングスに気づいたきっかけを抽出し，項目

に沿って整理した．ストレングスに気づいたきっかけ

については，対象文献の本文にストレングスに気づい

たなどと記載されている文章や文脈を抽出した．分析

の妥当性を確保するために，抽出の際は 2 名の研究者

各人が抽出し，その後照合し，合意が得られるまで研

究者間で検討を行った．

III ．結果

1．対象文献の概要

検索された 70 文献のうち，研究の結果として精神科

看護師（以後，看護師とする）が患者のストレングス

に気づいたきっかけが記述されている文献は 12 件で

あった（表 1）．著者は全員が看護師で，研究場所は病

棟が 10 件，病棟から地域にかけてが 1 件，地域が 1 件

であった．

文献の発表時期は，1990～2005 年が 0 件，2006～2010

年が 3 件，2011～2015 年が 5 件，2016～2018 年が 4 件

であった．

研究対象は患者が 8 件，看護師および看護師を含む

医療者が 3 件，看護師と患者が 1 件であった．

研究目的は，事例から看護を振り返ったものが 6 件，

看護師に必要な視点を明らかにしたものが 2 件，看護

師の思考過程を明らかにしたもの，効果的なレクリエー

ションについて，看護師の変化が患者に及ぼした影響

について，患者と看護師の思いを一致させるためのケ

アについてが，各 1 件であった．

研究方法はすべて質的記述的研究で，そのうち事例

研究が 8 件であった．

2．対象文献の内容

対象文献から抽出されたストレングスに気づいた

きっかけが記載されている本文は表 1 の通りである．

看護師は，看護の振り返り，患者の話を聴くこと，患

者の環境や状況が変わったこと，他職種の発言から，患

者のストレングスに気づいていた． 

1）看護の振り返りからの気づき

さまざまな看護の振り返りから，看護師が患者のスト

レングスに気づいた文献は 3件であった（No. 3, 10, 11）．

病棟業務や病棟規則の変更に伴い看護を振り返って

みると，看護師は患者へのかかわりが必要となった場

面を，社会生活に適応するために伸ばす力と捉えてお

り，患者のストレングスに焦点をあて，患者と協同し

てもっている能力の向上，あるいは発揮できるように

援助していたことに気づいていた（No. 3）．

また，プロセスレコードによる看護の振り返りでは，

プロセスレコードを用いることで，患者と看護師の思

いのズレが明確になり，患者からのメッセージを看護

師が理解することで，患者のストレングスに気づいて

いた（No. 11）．

カンファレンスによる看護の振り返りでは，患者の

行動制限後に合同カンファレンスをくり返し行い，セ

ルフケア能力の再査定と過去最高レベルなどを再認識

した．その結果，看護師間で患者の人間像を的確に理

解するきっかけとなり，患者のもっている力を知るこ

とによって，看護の視点が患者の「問題」から患者の

「力」へと変化していた（No. 10）．

2）患者の話を聴くことからの気づき

患者の言葉に注目し，対話や傾聴をし続けるなど患

者の話を聴くことから，看護師が患者のストレングス

に気づいた文献は 3 件であった（No. 2, 4, 7）．

看護師は患者と何度も対話を行う中で，患者がどの

ように疾患を受け止めているかを傾聴，共感し，アセ

スメントした．そのことで，看護師は患者に退院希望

と再入院はしたくないとの思いがあることを知り，そ

の思いがストレングスだと気づいていた（No.7）．

看護師の傾聴し続けるかかわりが，患者に興味を示
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1
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害
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の
援
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振
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返
り
見
え
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．
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．

3
0
歳
代
男
性

統
合
失
調
症

特
定
の
職
種
や
一
般
就
労
に
こ
だ
わ
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受
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ら
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ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
，

か
か
わ
っ
て
い
た
．
こ
の
こ
と
で
看
護
師
は
，
患
者
の
ス
ト
レ
ン

グ
ス
の
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
．

6

自
殺
企
図
を
繰
り
返
す
統
合
失
調

症
患
者
の
看
護
－
応
用
行
動
分
析

に
基
づ
い
た
か
か
わ
り
を
通
し
て
－

如
澤
ら
（

2
0
1
4
）

日
本
精
神
科

看
護
学
術
集

会
誌

5
7
（

3
），

3
3
4
– 3

3
8
．

2
0
歳
代
男
性

統
合
失
調
症

自
殺
企
図
を
繰
り
返
す
統
合
失
調
症
患
者
に
対
し
て
行
動

分
析
に
基
づ
い
た
介
入
を
行
な
っ
た
結
果
，
不
安
が
軽
減

さ
れ
行
動
の
変
容
や
意
欲
の
向
上
が
見
ら
れ
た
．
精
神
科

看
護
に
お
い
て
，
行
動
分
析
に
基
づ
い
た
介
入
を
行
う
こ

と
の
効
果
に
つ
い
て
，
事
例
の
経
過
を
振
り
返
り
考
察
す
る
．

事
例
検
討
会
の
中
で
，
他
職
種
か
ら
も
意
見
を
も
ら
い
多
面
的
に

考
え
て
い
く
重
要
性
を
再
認
識
で
き
た
．
そ
れ
と
と
も
に
，
ス
ト

レ
ン
グ
ス
に
目
を
向
け
援
助
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
に
も
気
づ

く
こ
と
が
で
き
た
．

表
 1
　
対
象
文
献
一
覧
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表
 1
　
対
象
文
献
一
覧
（
つ
づ
き
）

N
o

タ
イ
ト
ル

著
者

(
発
行
年

)
出
　
典

研
究
対
象

目
　
　
　
　
的

ス
ト
レ
ン
グ
ス
に
気
づ
い
た
き
っ
か
け

7

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
拒
み
続
け

た
統
合
失
調
症
患
者
へ
の
か
か
わ

り
－
心
理
教
育
を
通
じ
病
識
の
獲

得
に
至
っ
た

1
事
例
－

森
田
（

2
0
1
4
）

日
本
精
神
科

看
護
学
術
集

会
誌

5
7
（

3
），

2
9
9
– 3

0
3
．

4
0
歳
代
男
性

統
合
失
調
症

病
識
の
な
い
統
合
失
調
症
患
者
に
緊
急
救
急
病
棟
と
退
院

後
の
訪
問
看
護
で
個
別
心
理
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
，

患
者
が
病
識
を
獲
得
し
，
地
域
生
活
を
継
続
で
き
た
看
護

実
践
を
振
り
返
り
，
実
践
へ
の
示
唆
を
得
る
．

看
護
師
は
患
者
と
何
度
も
対
話
を
行
う
中
で
，
患
者
が
ど
の
よ
う

に
疾
患
を
受
け
止
め
て
い
る
か
を
傾
聴
，
共
感
し
，
ア
セ
ス
メ
ン

ト
す
る
こ
と
で
，
退
院
希
望
と
再
入
院
を
し
た
く
な
い
と
の
思
い

が
，
ス
ト
レ
ン
グ
ス
だ
と
気
づ
い
た
．

8

反
社
会
的
行
動
を
繰
り
返
す
患
者

の
退
院
支
援
－
被
害
妄
想
に
基
づ

く
粗
暴
行
為
が
改
善
し
た
理
由
を

振
り
返
る
－

垣
田
（

2
0
1
4
）

日
本
精
神
科

看
護
学
術
集

会
誌

5
7
（

3
），

1
0
6
– 1

1
0
．

6
0
歳
代
男
性

統
合
失
調
症

濃
厚
な
支
援
が
必
要
な
統
合
失
調
症
患
者
に
対
す
る
多
職

種
チ
ー
ム
医
療
の
実
際
を
振
り
返
り
，
か
か
わ
り
が
有
効

で
あ
っ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
．

反
社
会
的
行
動
を
繰
り
返
す
患
者
の
確
認
行
為
や
頻
繁
な
相
談
希

望
を
，
地
元
で
か
か
わ
る
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
は
「
慎
重
す
ぎ
る

位
に
慎
重
」
と
評
価
し
，
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
，

看
護
師
は
そ
の
こ
だ
わ
り
の
強
さ
が
ス
ト
レ
ン
グ
ス
だ
と
認
識
し

た
．

9

閉
鎖
病
棟
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
効
果
－
市
内
外
出
の
取
り
組

み
を
通
し
て
－

甲
部
ら
（

2
0
1
2
）

日
本
精
神
科

看
護
学
術
集

会
誌

5
5
（

1
），

3
6
4
– 3

6
5
．

閉
鎖
病
棟
入
院
患
者

1
5

名
，
病
棟
看
護
師

2
0
名

市
内
外
出
に
対
す
る
患
者
と
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
把
握
し
，
よ
り
効
果
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
察

す
る
．

病
棟
で
は
「
家
に
帰
り
た
く
な
い
」「
こ
こ
に
ず
っ
と
居
た
い
」

と
話
す
患
者
が
，
外
出
場
面
で
は
「
家
に
帰
り
た
い
」
と
話
す
．

外
出
活
動
を
通
し
，
看
護
師
と
患
者
が
と
も
に
同
じ
目
的
・
時
間

を
共
有
す
る
こ
と
で
，
現
実
場
面
に
目
を
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
，
患
者
の
思
い
を
聴
く
こ
と
が
で
き
，
患
者
の
ス

ト
レ
ン
グ
ス
の
発
見
と
な
っ
て
い
た
．

1
0

脱
抑
制
状
態
の
精
神
発
達
遅
滞
患

者
へ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
ア
プ
ロ
ー
チ

－
看
護
の
視
点
の
変
化
が
セ
ル
フ

ケ
ア
能
力
の
低
下
・
発
揮
に
大
き

く
作
用
し
た
事
例
を
通
し
て
－

亀
田
（

2
0
1
0
）

日
本
精
神
科

看
護
学
会
誌

5
3
（

3
），

1
6
9

– 1
7
3
．

5
0
歳
代
男
性

精
神
発
達
遅
滞

退
院
ま
で
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
，
看
護
の
視
点
の
変
化

が
患
者
へ
の
か
か
わ
り
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
，
患
者

の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
変
化
に
つ
な
が
っ
た
の
か
に
つ
い

て
検
証
す
る
．

行
動
制
限
を
要
し
た
患
者
の
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
く
り
返
し

行
い
，
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
再
査
定
と
過
去
最
高
レ
ベ
ル
な
ど
を

再
認
識
し
た
．
そ
の
結
果
，
看
護
師
間
で
患
者
の
人
間
像
が
的
確

に
理
解
で
き
，
患
者
の
も
っ
て
い
る
力
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
，

看
護
の
視
点
が
患
者
の
「
問
題
」
か
ら
，
患
者
の
「
力
」
へ
と
変

化
し
て
い
た
．

1
1

プ
ロ
セ
ス
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
退
院
支

援
の
検
討
－
退
院
に
対
す
る
“思

い
”が
一
致
す
る
た
め
の
全
体
像
分

析
－

冨
高
（

2
0
0
8
）

日
本
精
神
科

看
護
学
会
誌

5
1
（

3
），

4
6
1

– 4
6
5
．

6
0
歳
代
男
性

統
合
失
調
症

退
院
に
対
す
る
患
者
と
看
護
師
の
思
い
の
ズ
レ
を
一
致
さ

せ
る
た
め
の
ケ
ア
の
展
開
に
つ
い
て
，

1
事
例
を
通
し
て
，

プ
ロ
セ
ス
レ
コ
ー
ド
を
活
用
し
検
討
す
る
．

プ
ロ
セ
ス
レ
コ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と
で
，
患
者
と
看
護
師
の
思
い

の
ズ
レ
が
明
確
に
な
り
，
患
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
看
護
師
が

理
解
す
る
こ
と
で
，
患
者
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
に
気
づ
い
た
．

1
2

長
期
入
院
を
経
て
退
院
を
目
指
す

患
者
へ
の
看
護
援
助
－
現
状
認
識

を
促
す
関
わ
り
か
ら
，
退
院
へ
の

試
み
を
支
え
て
－

坂
上
（

2
0
0
6
）

日
本
精
神
科

看
護
学
会
誌
，

4
9
（

2
），

2
6
9

– 2
7
3
．

5
0
歳
代
男
性

統
合
失
調
症

長
期
入
院
患
者
が
，
金
銭
管
理
へ
の
援
助
か
ら
退
院
を
目

指
し
た
経
過
を
振
り
返
り
，
今
後
の
看
護
に
役
立
て
る
．

看
護
師
が
退
院
支
援
で
か
か
わ
る
う
ち
に
，
患
者
は
外
出
前
に
し
っ

か
り
と
身
支
度
を
し
，
地
域
住
民
と
友
情
を
築
け
て
い
る
社
会
性

と
い
う
患
者
の
優
れ
て
い
る
力
（
ス
ト
レ
ン
グ
ス
）
に
気
づ
い
た
．
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しているというサインとなり，入院当初には語られな

かった秘めた思いが表出されていた．それまで看護師

は，患者がこだわり続けることをネガティブに捉えて

いた．しかし，秘めた思いを知ったことで，看護師は

ネガティブな捉え方から意志の強さであると考え方が

変化し，その意志の強さがストレングスなのだと考え

た（No. 4）．

また，薬の副作用である倦怠感により，言語的な表

出が乏しい患者に対して試行錯誤する中で，キャッチ

ボールをした後に患者が「楽しかった」と感想を述べ

たことに注目した．このことから，患者の興味・関心

を示したキャッチボールは，患者のストレングスであっ

たと気づいていた（No. 2）．

3）患者の環境や状況が変わったことからの気づき

院外活動や市内外出など病院の外に出ること，災害

などで患者の環境や状況が変わったことから，看護師

が患者のストレングスに気づいた文献は 3 件であった

（No.1, 9, 12）

病棟では「家に帰りたくない」「ここにずっと居た

い」と話す患者が，外出場面では「家に帰りたい」と

話していた．外出という活動を通し，看護師と患者が

ともに同じ目的・時間を共有することで，現実場面に

目を向けたコミュニケーションができ，患者の思いを

聴くことができ，患者のストレングスの発見となって

いた（No. 9）．

看護師は退院支援での外出をきっかけに，患者が外

出前にしっかりと身支度をして出かけ，地域の住民と

友情を築けている社会性という患者のストレングスに

気づいていた（No. 12）．

また，災害という危機状況におかれた場面において

も，災害時の援助には利用者の強み「ストレングス」

を捉えた視点があることに気づいていた（No. 1）．

4）他職種の発言からの気づき

事例検討会や患者支援での他職種の発言から，看護

師が患者のストレングスに気づいた文献は 3 件であっ

た（No.5, 6, 8）．

事例検討会で他職種からも意見をもらい，多面的に

考えていく重要性を再認識し，ストレングスの発見と

なっていた（No. 6）．

反社会的行動を繰り返す患者の確認行為や頻繁な相

談希望について，地元でかかわる支援センター所長は

「慎重すぎる位に慎重」と評価し，肯定的に捉えられて

いた．そのことで，看護師はそのこだわりの強さがス

トレングスだと気づいていた（No. 8）．

また，院外活動時，同じ場面を看護師と作業療法士

がそれぞれの視点でアセスメントした時に，作業療法

士は患者の行動を問題行動と捉えるのではなく，活動

分析することで，できることとできないことをアセス

メントし，かかわっていた．看護師は作業療法士の別

の角度からの肯定的な発言から，患者のストレングス

の発見につながっていた（No. 5）． 

IV．考察

1．精神科看護師が患者のストレングスに気づいたきっ

かけ

精神科看護師が患者のストレングスに気づいたきっ

かけは，看護の振り返り，患者の話を聴くこと，患者

の環境や状況が変わったこと，他職種の発言からであっ

た． 

看護職者は，看護を振り返ることによって対象者へ

の理解や認識が深まり，対象者の新たな側面を発見す

ると上田ら（2010）は述べている．日々，看護をして

いる時は患者の問題に焦点がいきがちであったが，プ

ロセスレコードやカンファレンスなどで看護を振り返っ

たことで，患者の新たな一面を発見したり，今までと

は違った側面から患者を捉え，ストレングスに気づく

ことができたと考える．

看護師は，患者との対話や，患者の語りを傾聴する

ことで，患者のストレングスに気づいていた．萱間

（2016）は，対話することで関係性は変わると述べてい

る．精神科において，長期入院によるあきらめや訴え

を聞いてもらえなかった過去の経験から自分の思いを

語らない患者は少なくない．しかし，何度も話し合う

ことや看護師が傾聴する姿勢を患者に示すことで，関

係性が変化し，患者が自分の思いや夢を話してみても

いいと思える関係性が構築でき，患者のストレングス

に気づくことができたと考える．小坂（2015）は，ス

トレングスは，その人の経験やストーリー，その人が

生活してきた文化や文化の伝承の中に多く含まれてお

り，対話の中からその人の経験の中に潜在していたス

トレングスを得ることができると述べている．看護師

は，患者の秘めた思いを知ることで，患者の希望や楽

しみを共有することにつながり，新たな視点や価値観

で患者を捉えることができ，患者のストレングスの気

づきにつながったと考える．

また，看護師は病院の外に出る外出など患者の環境

や状況が変わったことから，ストレングスに気づくきっ

かけを得ていた．山下ら（2012）は，病院の外に出る

ことについて，入院生活ではできない体験を外出によっ

てできたことで退院の意思表示をするようになると述

べている．患者は外出により，現実的な世界が見え，や

りたかったことや，あきらめていた夢など，普段はな

かなか話せない思いを表現していた．その結果，看護
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師は，普段見ることのできなかった患者の健康的な部

分や秘められた思いを知ることで，患者のストレング

スに気づくことができたと考える． 

また，他職種の発言から患者の新たな一面を知る機

会となり，患者に対する捉え方が変化し，患者のスト

レングスの気づきにつながっていた．笹本ら（2015）

は，長期入院患者の多い精神科において，看護師は知

らず知らずのうちに患者に先入観を持ってしまいがち

だが，さまざまな職種が違う視点から患者を捉えるこ

とで，ありのままの姿が見えてくると述べている．他

職種の発言を通して，他職種だからこそ見えていた患

者のストレングスに看護師が気づいたり，問題に焦点

を当てていた時には知ることができなかった患者のス

トレングスに気づくことができたと考える．

2．精神科看護師が患者のストレングスに気づくための

支援

精神科看護師が患者のストレングスに気づくきっか

けとして，カンファレンスや他職種とのかかわりを通

して，情報を共有したり，話し合うことで患者のスト

レングスに気づくことができていた．よって，精神科

看護師が患者のストレングスに気づくための支援とし

てまずは，患者について，情報を共有することやカン

ファレンスを実施することで，患者を知る必要がある．

人は外からの刺激や環境に機械的に反応するのではな

く，目標，目的を達成するために自ら性格を選び取っ

ており（岸見，2017），人は相手や関係性によって見せ

る顔を変える．また，時と場合によっても変わること

があるため，多くの視点から患者を捉えることで，患

者のストレングスが見えてくると考える．そのため，

チームや他職種で患者の情報を共有し，患者を多角的

に捉えていくことが必要である．

もうひとつは，看護を振り返ることや，患者とじっ

くりかかわることによって，患者の新たな側面が見え，

ストレングスに気づくことができていた．対話の中で，

患者の思いを聴くことや，自分の思いを伝える時間を

持つことで，関係性が構築され，患者の新たな一面を

見ることができると考える．Underwood（2003）は，看

護者は知識として多くのことを学んでいるが，知識と

同様に，自分の接し方と思い込みを再検討することの

重要性を述べている．看護師は，今一度，自分の看護

を振り返り，患者と向き合う必要があると考える．そ

うすることで，今まで視点を変えてみることをしてい

なかった自分に気づき，患者のストレングスに気づく

ことができると考える．

V．本研究の限界と今後の課題

本研究は，対象となった文献数が少なく，紙面上に

表現されていない精神科看護師のストレングスに気づ

いたきっかけがあることが推測される．また，今回対

象とした文献は，本文にストレングスに気づいたなど

と記載されている文章を抽出しているが，ストレング

スが十分理解されたうえでの記載かどうかを判断する

には限界があることは否めない．

今後は，本研究で得られたことを基に，精神科看護

師を対象にして患者のストレングスに気づいたきっか

けを調査したり，看護師の思考過程を明らかにしてい

く必要がある．

VI．結論

精神科看護師が患者のストレングスに気づいたきっ

かけについて，1990～2018 年に収録された和論文を対

象に検討した．その結果，看護の振り返り，患者の話

を聴くこと，患者の環境や状況が変わったこと，他職

種の発言をきっかけにして，看護師は患者のストレン

グスに気づいていた．

精神科看護師がストレングスに着目するための支援

として，カンファレンスや他職種のかかわりなどを通

して患者の情報を共有し，多面的に捉えること，自ら

の看護を振り返ることや患者と時間を共有し，患者の

思いや希望を知ることで，患者のストレングスに気づ

くことができることが示唆された．

利益相反

本研究における利益相反は存在しない．
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